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歯科治療中の開口保持による動脈血酸素飽和度の変動










　　　 The　maximum　 and　minimum　 values　as　well　as　the　difference　between　them(△)
were　compared　between　the　unpropped　and　propped　groups.



















定型発達(健 常)児 の開口保持 と呼吸 ・循環動態
の関連 についての報告はみあたらない。
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表1　対　象
患 してお らず,患 児ならびに保護者の同意が得 ら
れた者 を対象 とした(表1)。
　患児 をユニ ッ ト上 に仰臥位 とし,MINOLTA
社 製 動 脈 血 酸素 飽和 度測 定 装置(PULSOX
TM-3)のセンサ を患 児の右手拇指 に装着 した。
脈波 レベルメータの周期的な点滅があり,エ ラー
メッセージがないことを確認 し,測定および処置
開始 と した。 以後,治 療終 了 までPRお よび
SpO2を測定 し,治療中の最高値,最 低値 および
最高値 と最低値の差(以 下 △)について,治 療終
了時まで開口器を使用 した使用群 と使用 しなかっ
た非使用群の2群 間で比較検討 した。
　処置内容は予防 ・修復処置で,症 例数が少ない
ことか ら,一括 して検討 した。
　有意差の検定には,Mann-Whitney　U-testを
用い,p<0.05を有意とした。なお本研究の遂行




　 1.処 置 時 間
　処置時間は使用群,非 使用群 ともに20分以内






拍数(最 低PR),最高値 と最低値の差で ある △
脈拍数(△PR)に ついて,使 用群 と非使用群 を
図2に 示 した。
　最高PRは,使 用群が毎分約100～150回の間





　最低PRで は,両 群 とも毎分60～110回の間の










と最低値の差である △SpO2について,使 用群 と
非使用群 を図3に 示 した。










図2　 PRの比較 図3　 SpO2の比較
　△SpO2は使用群で,平 均5.0%の差であったの





























状態の確認が功 を奏 したとも考えられるが,今 後





は低 く,呼 吸困難感があれば,意 識的に開口度を




うことが,さ らに興奮を引 き起 こす とも考えられ,
呼吸への影響が懸念 される。また歯科診療体位 と
気道狭窄 との関係については,歯 科用ユニ ットの
鞍頭台の位置 と頭部の角度に着目して内視鏡 を用
いた研究か ら,開口を保持 させて頭部を前屈 させ
ると,咽頭が狭窄 し気道閉塞の リスクが高まると
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臼歯部の治療 のため,頭 部を前屈 しバ イ トブロッ
クを使用 していて,呼 吸停止から心停止 を起こし
た先天性疾患の患者9)もおり,小児患者の開口保
持に関 しては,患 者の全身状態をも考慮 しながら
の対応が必要である。治療時に頭部を後屈 させれ
ば気道は確保できるが,唾 液等を誤嚥 しやすい状
態をつ くるとも考 えられ,注 意が必要である。
　 また,平 均で2%か ら3%程 度のSpO2低下で
は,健 康な患者であれば問題にならないと思われ
るが,5%の 変動 を示 した者 もいた。小児は胸郭
が柔 らか く,機能的残気量が少ないとされており,
先天性の心疾患や呼吸器疾患などの合併症を有す
る場合 には,リ スクを高めると考 えられる。今回,
症例数も少なく,治療部位による鞍頭台位置 との
関係 については検討 していないが,安 東 ら7)は気
道狭窄 との関連について,頭 部角度 と開口保持は







　一方,今 回PRに ついては大きく変動 した者 も
いたが,有 意差は認め られなかった。 これは,治
療中の声かけなどがわずかでも興奮を押 さえ,精
神的安定に繋がったことも一因と考 えられるが,
呼吸 ・循環動態については,変 動 した時間やその
ときの患児の興奮状態 などについてもさらに症例
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